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4 Tabutenureの自動調節   

探索中tabutenureを自動詞節する方法の1つ  
として，過去に探索した解を記憶しておき，サイ  
クリングが生じたらtabutenureを増加させ，逆  
にサイクリングがある程度の期間生じなかったら  

減少させるという，Reactivetabusearch［1］があ  
り，幾つかの組合せ問題に対してその有用性が示  

されている．しかし，この方法では過去に探索し  

た解を再び探索しない限りサイクリングとは見な  

されないため，大規模な問題において，サイクリ  
ングではないが，解空間のある一部を克明に調べ  

てしまうような探索過程を効果的に防ぐことはで  

きない．そこで本報告では，Reactivetabusearch  
とは別のtabutenureの自動調節方法を提案す  
る．以下にその概略を述べる．   

4．1 Tabu tenureの増加   

まず，tabutenureをどのような場合に増加さ  
せるかを考える．第た反復において，解∬（た‾1）か  
ら∬（た）に移動する際に値を割当て直した変数を  

ズ（た）とし，第た反復までに値を割当て直した変数  
集合をA（た）とする．すなわち，A（0）：＝¢，A（た）：＝  
A（た‾1）∪（ズ（た））とする．このとき，ある反復fに  
おいて，変数芳（りがf以前に第f′（＜t）反復で値  
が割当て直されており，しかもA（り＝A（t）であっ  
たとすると，この間の探索において，限られた変  
数集合A（t）の値のみを変化させているだけであ  

り，探索が偏っていると考えられる．そこで，そ  
のような場合には多様化が必要であると判断し，  

tabutenureを1増加させる．但しこのままでは，  
A（た）が単調増加であるため，ある程度反復が進む  
と毎回tabutenureが増加してしまうという結  
果になるので，それを防ぐため，暫定値が更新さ  
れたり，多様化が行われたと判断されたときには，  

A（た）‥＝¢として過去の情報を消去する．   
多様化が行われたと判断する基準としては，  

tabutenureの増加（多様化）に伴って初めて値  

が割当て直された変数で，しかもその際，解の移  
動が改悪であった（ペナルティ関数値が増えた）よ  

うな変数ズ′に着目し，変数ズ′が，タブーリスト  

から出た直後に値を割当て直されなかった場合，  

多様化が行われたとする．すなわち，初めに変数  
芽′の値が割当て直されたときは改悪であったの  

で，その直後は，変数ズ′の値を元に戻せばペナル  

ティ関数値を減らすことができる．しかし，しば  
らくの間，タブーリストの働きによりその移動は  

禁止されるわけであり，もし変数ズ′がタブーリ  

ストから出た直後に値を元に戻されなかったとし  

たら，その間に解は充分変化したと考えることが  

でき，多様化が行われたと判断するわけである・   
以上の操作により，解空間のある一部分に限定  
された探索を察知し，tabutenureを増加させる  
ことによってそれを解消することができると考え  

られる．   

4．2 Tabutenureの減少   

次にtabu tenureの減少について考える．タ  
ブー探索では，ある解の移動がタブーリストによ  

り禁止されていたとしても，α3p戌γα如乃Cγ如γ五αと  

呼ばれるある基準を満たせば，その移動を許すと  
いう手法が通常用いられる．その基準としては，  

“これまでの暫定値が更新される場合”，とするこ  

とが多い．ここでは，その基準をサイクリングが  

起こらない程度に緩めると共に，探索中，タブー  

リストにより禁止されている移動がaspiration  
criteriaを満たすことによって実行された場合に  
は，tabutenureが長すぎると判断し，それを1減  
少させるものとする．  
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考慮すると，サイクリングが生じる程に緩くして  

しまうのは好ましくない．そこで本実験では，あ  

る変数がタブーリストに入るとき解の移動が改  

善であり，しかも，今その変数の値を割当て直す  

ことで，タブーリストに入ったときと比べてペナ  

ルティ関数値がさらに小さくなるような場合に，  

aspirationとして認めるという方法をとった・   

この方法により，tabutenureが適正値より大  
きい場合でも，タブーリストによる，効果的な移  

動の過剰な禁止を防ぐことができ，しかもtabu  
tenureの調整ができることが，実験により確認さ  
れた．   

5 おわりに  

上述の方法を用いることで，パラメータ調節と  

いう手間を省くことができるかどうか，探索中  

のtabutenureの値や得られた解の質等を，tabu  
tenureを固定した場合と比較することで評価し  
た．なお，詳しい計算結果は当日発表させて頂く・   
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